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テキストマイニングを用いた
高校生英語学習者のニーズ分析：
大学受験予定者と非予定者の比較
大　木　俊　英
O’KI Toshihide
Needs Analysis of High School English Learners Using Text Mining:
 A Comparison Between University Examinees and Non-Examinees
Abstract
It has long been argued that university entrance exams hinder the 
development of oral communication skills of high school students, but no 
research was conducted to examine whether university examinees wish 
to improve such skills. In this study, 580 high school students were asked 
to answer an open-ended written questionnaire and describe what kinds 
of English skills they wanted to acquire through English lessons of their 
high school. An analysis using text mining has revealed that majority of 
the participants were longing to brush up their oral conversation skills 
for several purposes, such as to communicate with foreign people, to be 
prepared for the globalization of Japanese society, to broaden their future 
論文
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and perspective, and to travel abroad more conveniently. In contrast, 
only a limited number of the participants, be they university examinees 
or non-examinees, wished to improve their reading skills or increase their 
linguistic knowledge on English, which are often considered important to 
pass the university entrance exams.
キーワード：ニーズ分析，高校生，英語の授業，大学受験，英会話の能力
１．研究背景
　高等学校の新学習指導要領が2013年４月より施行され、高校の英語教育
は今大きな転換点を迎えている。今回の改訂の要点の１つは、従来の科目
構成が大幅に変更され「コミュニケーション英語」が主要科目として設定
されたことである。学習指導要領解説（文部科学省、2010）によれば、こ
の科目を設定したねらいは４技能の統合を図ることのようだが、その背景
には長年、高校の英語教育で「聞くこと」と「話すこと」の指導が軽視さ
れてきたという経緯があると思われる。英会話と誤解しやすい「コミュニ
ケーション」という表現を敢えて科目名に入れたのも、「聞くこと」と「話
すこと」の技能を特に指導させたいという文部科学省の思惑があったため
だろう。その証拠の１つとして、解説には「生徒が英語に触れる機会を充
実するとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とするため、授
業は英語で行うことを基本とする」という方針が明記され、指導言語を英
語にすることで生徒が英語に触れる機会を増やそうとしている。
　高校の授業で「聞くこと」と「話すこと」の指導が十分に行われてこなかっ
たのは、知識量や読解力を重視した大学入試に原因があるというのはよく
耳にする話である。江利川（2008）によれば、英語の入試は一部のエリー
トを選抜するために明治期に始まったものである。当時の高校や専門学校
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の入学試験の語彙レベルは現在の英検1級に相当し、難解な和訳・英訳問
題で高得点を得るために、当時の英語学習者は難しい語彙や熟語の暗記に
苦心したという。それから約１世紀が経った2000年代においても、そのよ
うな傾向に変化はないようである。その証拠に、『英語教育』の2000年１
月号別冊では「入試が変わる 授業が変わる」というテーマの特集が組まれ、
有識者らによる座談会が開かれている。そこでは「大学入試が全ての元凶
だとはいえないかもしれませんが、他の様々な問題に比較してもはるか大
きな重要性をもっていると思います」（p. 35）との発言があり、センター
試験にリスニングが導入されることで、OCの授業で文法指導を行ういわ
ゆる「OC−G」が減るだろうといった見解が述べられている。
　そのような背景もあり、高校英語教育の現状を変えるべく、2006年１月
のセンター試験からリスニングテストが導入された。リーディングと違い
試験中のトラブルの影響が大きいリスニングテストを、あれほど大規模で
ハイステークスな試験で実施することの難しさを考えると、大変画期的な
入試改革だったと言える。その結果、高校でのリスニング学習の時間が増
えたとの報告（平井・藤田・大木、2013）もある一方で、リスニングの能
力向上への効果は必ずしも期待通りでないという結果も出ている（Hirai, 
Fujita, Ito, & O’ki, 2013）。加えて、難関と呼ばれる大学が依然として読解
問題を中心に出題しているという報告もある（鈴木、2014）。以上のよう
な現状は、高校の授業で「聞くこと」や「話すこと」の指導に力を入れる
大義名分がほとんど存在しないことを示しており、このままでは文部科学
省（2013）が発表した「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」
で掲げられている「幅広い話題について抽象的な内容を理解できる、英語
話者とある程度流暢にやりとりができる能力を養う」という高校英語教育
の目標は、まさに絵に描いた餅になりかねない。
　そもそも昨今グローバル化が進んでいると言われるが、日常生活レベル
ではまだ英会話力の必要性を感じない日本において、高校生は「聞くこと」
と「話すこと」の能力をどれだけ身につけたいと思っているのだろうか。
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学習者が学びたいことを調査することを「ニーズ分析（needs analysis）」
と言い、ESP（English for Specific Purposes）教育では頻繁に行われてい
ることである。事実、内藤・柴田（2011）は、国内のESP教育で行われた
ニーズ分析をデータベース化しており、2010年12月時点で計94点もの資料
を収集している。しかし、これらの調査のほとんどは大学生を対象とした
ものである。
　一方、高校生を対象としたニーズ分析はこれまでほとんど行われてこな
かった。その少ない例の１つが永倉（2006）による調査で、これは2003年
に実施されたものである（注）。永倉は４都道府県の高校で学ぶ764名の生徒
を対象に、彼らが「英語教育への期待」と「現状の英語教育に対する評価」
の２点についてどのように考えているか探ることを目的とした多肢選択式
アンケートを実施した（前者はニーズに相当する内容）。その結果、高校
生が英語教育に最も期待するのは「英語を使って外国人とコミュニケー
ションを行う力」（３点満点中2.37）で、その次に期待が高かったのが「進
路希望を実現するために、大学入試・就職試験の英語試験で高得点を取る
力」（３点満点中2.28）であることがわかった。それらが高校の授業でど
れほど達成できているかの評価については、３点満点中、前者は1.11、後
者は1.35でどちらも低かった。
　また厳密には高校生ではないが、高校１～３年に相当する高等専門学校
１～３年生を対象に調査した長井（2004）と杉浦（2009）の例がある。長
井は情報工学科の２年生と電気工学科３年生をあわせた76名に対し、「聞
くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の各技能を卒業時までにど
れくらい高めたいか尋ねた。この研究の特徴はマーケティングで用いられ
る「コンジョイント分析」という手法を取り入れた点で、この方法を用い
れば、学習者が４技能のうち相対的にどれを重視しているかを明らかにで
きるという。調査の結果、対象となった高専生は「聞くこと」と「話すこと」
の技能を伸ばしたいと考えていることが明らかとなった。杉浦は高専の１
～３年生594名と４～５年生288名を対象に、多肢選択式アンケートを用い
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て、彼らが身につけたい英語力を調べ、１～３年生と４～５年生の比較を
行った。調査の結果、学年とは関係のない特徴として、⑴将来の仕事や海
外旅行で英語を活かしたいと考えている者が多いこと、⑵「聞く力」と「話
す力」が不足していると感じている者が多いこと、⑶授業で英会話を練習
したいという声が多い一方、英訳や訳読などの形式重視の活動も行いたい
者が多いこと、の３点が明らかとなった。
　以上の３つの研究から、高校生や高専生の間で「聞くこと」と「話すこ
と」の能力へのニーズは多いことが明らかとなった。しかしこれらの研究
の限界として、調査方法が多肢選択式アンケートに限られているというこ
とが挙げられる。周知の通り、多肢選択式アンケートは選択肢に調査者の
意図や先入観が入り込む可能性がある。先述の内藤・柴田（2011）のデー
タベースでも、リストアップされた研究の大半がアンケートを実施してい
るが、自由記述式で尋ねられたものは数件しかない。その理由の一つは、
自由記述式で得られた大量のテキストデータの分析は、労力がかかるうえ
に、判断がぶれやすいことであろう。自由記述式アンケートで得た多数の
回答を分析する方法の１つに「テキストマイニング（text mining）」がある。
テキストマイニングとは「大量のテキストデータからノイズを取り除いて
パターンを発見していく」（藤井・小杉・李、2005、p. 25）手法のことで、
そのパターンの発見にコンピューターによる構文解析や統計処理を用いる
ことから、多数の自由記述式の回答データがあっても客観的な分析が可能
となる。
　以上より本研究では、高校生を対象に自由記述式アンケートを用いた
ニーズ分析を実施し、得られた回答をテキストマイニングにより分析する
ことにした。また、大学受験のために英語を勉強している者とそうでない
者の比較を行うことで、大学受験の有無によって高校の英語の授業で学び
たいことに違いがあるのかについても検証することにした。本研究の研究
課題（Research Questions；RQs）は次の２点である。
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RQ１：高校生が英語の授業を通して最も身につけたいと考えている力
（ニーズ）は何か？
RQ２：大学受験で英語がある高校生とない高校生で身につけたい力は
異なるか？
２．調査方法
２．１　協力者
　本研究は、高校生の英語学習に対する意識を探ることを目的に実施した
アンケート調査の一部（添付資料）を利用して行われた。このアンケート
調査に参加したのは白鷗大学足利高等学校の１年生から３年生（2013年度
時点）までの651名であったが、本研究ではニーズに関する質問８（あな
たは高校を卒業するまでに、英語の授業を通してどのようなことができる
ようになりたいと思っていますか？そうなりたい理由や、使ってほしい教
材など、できるだけ詳しく教えてください）で少なくともニーズを回答し
ていた580名のみ分析対象とした（１年生＝216名、２年生＝217名、３年
生＝147名；男子＝227名、女子＝353名）。
　彼らは、普通科６コース（文理進学、普通、商業、総合選択、特別選抜、
進学；計539名）、英語科（17名）、自動車科（24名）に在籍する生徒たち
である。普通科には、難関大学も含めた４年制大学への進学を主な目標と
するコースと、短期大学や専門学校など４年生大学以外への進学や、就職
も視野に入れたコースがあり、後者のコースはスポーツ推薦で入学する者
も少なくない。自動車科の生徒は機械系の実技科目を多く履修し、卒業後
は機械系の企業に就職する者が多く、英語科には留学や外国人との交流に
関心のある生徒も多い。以上から、今回調査に協力してくれた高校生の英
語力やニーズは多様だと考えられる。
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２．２　アンケートと調査手順
　このアンケート調査は2013年の５月から６月の約１か月間で行われ、配
布から回収まで担任教諭の指示のもと学級単位で行った（記入上の注意点
は筆者が事前に説明）。まず質問１～３で学年・性別・所属コースを尋ね
た後、「４．あなたはなぜ高校で英語を学んでいるのですか？」で英語学
習の動機を尋ね（多肢選択式・複数選択可）、どのような学習動機を持っ
た高校生たちか調べた。その結果は図１に示した通りである。最も多かっ
た理由は「⑨時間割にあるので仕方なく」で44.8%が回答していたが、こ
れを除くと最も多かった理由は「⑤国内の大学の受験に英語の力が必要だ
から」で全体の43.4%が回答していた。このことからもいかに大学受験が
彼らにとって重要な理由となっているかがわかる。次に多かった「⑧国際
化が進んでいるから」は35.7%の協力者が選択していたが、これら以外の
理由はいずれも20%未満の低い選択率だった。「⑩その他」では、「外国に
旅行に行ったり、暮らしたりしたいから」「かっこいい」などの回答もあっ
たが、「外国人と話ができるようになりたいから」という主旨の理由を挙
げた者が６名と最も多かった。
図１．高校で英語を学んでいる理由（質問４）
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　次に質問５～７において、新学習指導要領の改訂の要点である「語彙数
の増加」「授業は英語で行う」「文法はコミュニケーション活動の中で教え
る」の３点について、彼らの認知度や賛否を尋ねた（この質問の結果につ
いては八下田・大木（2014）を参照いただきたい）。
　最後に「８．あなたは高校を卒業するまでに、英語の授業を通してどの
ようなことができるようになりたいと思っていますか？そうなりたい理由
や、使ってほしい教材など、できるだけ詳しく教えてください」において、
ニーズ・理由・教材の３点を答えてもらった。「英語の授業を通して」と
限定したのは、高校の授業に何を期待しているか明確にして授業改善に活
かすためである。彼らの生の声を引き出すため、これら３つの項目には全
て自由記述式で回答してもらった。これらを尋ねる際に「できるだけ多く
書いてください」や「３つ以上書いてください」などのように数に関する
指示はあえて行わなかったが、これは回答者が特に身につけたいと考えて
いる力のみ（ただし必要と思えばいくらでも）書いてもらうためである。
これは先述の長井（2004）の調査で行われたコンジョイント分析と似た趣
旨で、相対的にどの能力が重要と考えているか明らかにすることを目的と
している。
２．３　分析方法
　分析はニーズ・理由・教材ごとに行い、それぞれ図２に示す４つの手順
で行った。STEP １では、質問８に対する全協力者の回答に対してテキス
トマイニングを行い、出現数の多い語の抽出をすることで、データにどの
ような概念（カテゴリー）が含まれるか見当をつけた（より詳細な分析手
順は3.1を参照）。用いたソフトウェアは『KH Corder（Ver.2.Beta.31）』で、
使用方法については製作者である樋口耕一氏の著書（樋口、2014）を参考
にした。STEP ２では、１で予測したカテゴリーが実際にデータに含まれ
ているか検討するために、KH Corderのコンコーダンス機能を用いて抽出
語が現れている文脈の確認を行い、カテゴリーの最終決定と命名を行っ
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た。STEP ３では、２までに作成したカテゴリーに基づいて、実際の協力
者の回答を１つ１つ分類した（複数の概念を含む場合はそれぞれカウント
した）。本研究の目的は、大学受験で英語が必要な者とそうでない者のニー
ズを比較することである。そのためSTEP ４では、質問４で「⑤国内の大
学の受験に英語の力が必要だから」を選択していた252名を「受験英語あ
りグループ」、選択しなかった残りの328名を「受験英語なしグループ」と
定義し、「カテゴリー×受験英語グループ」のクロス集計を行った。また
各カテゴリーでグループ間に人数の差があるかどうかをx2検定によって調
べた。
３．結果と考察
３．１　授業を通してできるようになりたいこと（ニーズの分析）
　図２の手順に従ってKH Corderで言葉の抽出を行った結果、不自然に切
り分けられている語（例：英検→英＋検）や、分析対象にしたいが自動抽
出されない語（TOEICなどの固有代名詞やひらがなの語など）があった
ため、強制的に抽出する語の指定を行った。最終的に指定したのは、「英検」
「身に付け」「身につけ」「みにつけ」「TOEIC」「自己紹介」「とりたい」「外
国人」「外国の人」「英作文」「模試」「読み」「書き」「きく」の14語であっ
た。抽出の結果、総抽出語数は5,670、異なり語数は489になった。
　ニーズの概要を把握するため、抽出された語のうち、出現数が５以上の
語のみを対象に共起ネットワークの作成を行ったところ図３が得られた。
線によって結ばれた言葉は関連の強い言葉で（Jacckard係数0.1以上）、円
図２．本研究におけるテキストマイニングを用いた分析の手順
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の大きさは出現数の多さを表している。また、ニーズとして解釈可能な語
群を筆者が点線で囲み、①～⑫の番号を振った。この図から、協力者の最
大のニーズは①の「英語で日常会話を話せる」能力だと推測できる。
　①～⑫の概念が実際の回答にあるか確認を行うと、「①英語で日常会話
を話せる」については、「日常会話程度の英語を話せるようにする」や「日
常生活で使う英語を話せるようになりたい」などの回答が見つかった。到
達したいレベルには幅があり、「母国語を話すように、英語をスラスラ話
せるようになりたいです」のように、母語と同等程度の高いレベルに到達
したいという意見も見られた。しかしそれらの境界は明確ではなかったた
め、希望の到達レベルに関わらずこのようなニーズは全て『A．英会話の
図３． 「ニーズ」の抽出語の共起ネットワーク
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スキル』というカテゴリーに含めることにした（このカテゴリーに含めた
回答の例を添付資料Ｂに示した）。
　これと同様のニーズは②③⑧でも読み取れる。②は「簡単な英会話」と
解釈でき、実際の回答では「簡単な英会話をできるようにしたい」などが
あった。③は「（英語を）聞いて分かるようになりたい」または「（英語を）
話せるようになりたい」と解釈でき、実際の回答では「聞いてて、こうい
うことを話してると分かるくらいには知識をつけたい」や「流暢に話した
り、聞いたり出来る」などがあった。⑧は「コミュニケーションが取れる
こと」というニーズが読み取れ、「英語圏や英語が通じる人とコミュニケー
ションを取れるようになりたい」や「外国の人と多少のコミュニケーショ
ンを取れるようにしたい」などの回答があった。これらは全て英会話の能
力に対するニーズと思われるため、先述の『A．英会話のスキル』に含め
ることにした。
　④は恐らく「英語の文をスラスラ理解できること」だと考えられ、実際
の回答では「英語の文をスラスラ理解できるようになりたい」などがあっ
た。このような読解力に対するニーズは⑥や⑩からも読み取れる。⑥に関
しては「長文を読解すること」などの回答が見つかった。⑩に関しては「英
文をすらすら読めたり書けるようになりたい」などの回答があり、これは
読むこと以外に書くことの能力にも言及がある。このようなニーズは、聞
く能力と話す能力に関する『A．英会話のスキル』に対して『Ｂ．読み書
きのスキル』として定義し、読む能力または書く能力のいずれかを含む回
答はこのカテゴリーに分類することにした。
　⑤のまとまりは「たくさんの単語や文法を覚えて使えるようになりたい」
と解釈できる。このような主旨の回答に「出来るだけ多くの単語を覚える」
や「文法を覚えてなるべく多くわかるようになりたい」などがあり、この
ようなニーズは『C．言語知識の習得』として分類することにした。また「英
語の文法をマスターすることで、英語を会話レベルで話せるようになるこ
と」のように特定の目的のために言語知識が必要だという意見もあったが、
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このような場合は『C．言語知識の習得』と『A．英会話のスキル』の両
方のニーズを含むと考えた。
　⑦からは「テストの点を取れるようになりたい」というニーズが読み取
れ、「テストで良い点が取れるようになりたい」や「英語のテストや模試
でよい点を取れるようになりたい」などの回答があった。同類の回答に
「英検で２級を取得したい」や「TOEICで高得点を取りたい」などもあり、
これらは受験以外のテストや資格試験で好成績をとりたいというニーズを
表しており、『D．テスト・資格好成績』として分類することにした。
　⑨はこの情報だけでは解釈が困難なため、コンコーダンスで「本」「書く」
「見る」を含む回答を検索した。その結果、「英語で書いてある本や、映画
などを字幕や吹き替えなしで理解できるようになりたい」や「英語の本、
映画などが字幕なしで見られるようになりたい」などの回答が見つかった。
これらは英語の本や映画などの生の（authentic）英語を理解したいとい
うニーズと解釈できるため、『E. Authentic英語の理解』として分類した。
　⑪は「大学受験に最低限必要なレベルの知識を身につけたい」と解釈で
き、「大学受験に必要な知識を覚えられるようになりたい」や「大学受験
に必要な知識を覚えられるようになりたい」などの回答があった。同類の
回答に「志望する進路に最低限必要な英語力を獲得したい」などもあり、
これらの回答からは、進路を実現するのに必要な英語力に到達すればよい
という意識が読み取れるため、『F．進路実現レベル』というカテゴリー
に含めることにした。
　最後に、⑫は「海外（外国）に旅行に行ったときに困らない程度に通じ
る英語力を身につけたい」と解釈できる。「外国へ旅行をしたときに、旅
行中に困らない程度の会話ができること」や「海外旅行に行ったときに必
要な最低限の会話はできるようになりたい」などの回答が見られた。これ
らは『G．海外旅行会話』として分類した。Aとの違いは、旅行に限定し
た会話力かどうかである。
　以上７つのカテゴリーに当てはまらないものは『H．その他』とし、協
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力者の回答を受験英語グループごとに分類したところ、図４のグラフが得
られた。なお、『H．その他』を除きそれ以外のニーズは、受験英語ありグルー
プで多かった順に並べ替えてある。
　図から明らかなように、圧倒的に多かったニーズは『A．英会話のスキ
ル』で、いずれのグループも約３分の２の協力者がこのニーズを挙げてい
た（受験英語あり＝65.5%；受験英語なし＝66.8%）。x2検定の結果、グルー
プ間の差は有意でなかった（p = .744）。加えて、受験グループごとに学年
間の差も検証したところ（図５参照）、両グループとも学年間に有意な差
はないことが明らかとなった（それぞれp = .360, p = .836）。これらの結
果から、大学受験の有無および学年に関わらず、多くの協力者が英会話の
スキルを身につけたいと考えていることが明らかとなった。英会話の能力
を身につけたいという声が一番多いという結果は、先述の３つの研究（永
倉、2006；杉浦、2009；長井、2004）の結果とも一致している。永倉の調
査では進路実現のための試験で好成績をとりたいという意見も同じくらい
多かったが、本調査ではこれに該当する『D．テスト・資格好成績』と『F．進
路実現レベル』の受験英語ありグループの人数（20＋15＝35人）は、A（165
図４．受験英語グループごとのニーズ（**p < .01, †p < .10）
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人）に遥かに及ばなかった。
　一方、大学受験で一般的に重要とされる『C．言語知識の習得』と『Ｂ．読
み書きのスキル』に関して、受験英語ありグループでも１割程度の者しか
ニーズに挙げていなかった。彼らが、このような知識や能力を受験に必要
ないと考えていることは考えにくい。それらを伸ばすための学習はすでに
授業で行っているため、あえてニーズに挙げなかったのだろうが、この点
については別の形で再検証する必要がある。
　『D．テスト・資格好成績』『G．海外旅行会話』『F．進路実現レベル』
の３つのニーズに関して、いずれも受験英語ありグループの割合が有意に
高かった（または高い傾向があった）が、回答率はどちらのグループも１
割未満だった。これらのニーズを挙げた者が少ない理由の１つは、他のニー
ズとの重複であると思われる。DとFに関して、テストで好成績をとるこ
とや希望進路を実現することは、読解力を高めたり、文法や語彙の知識を
伸ばしたりした末に達成できることである。したがってDとFは、ＢやC
と重なる部分があるため、既にＢやCをニーズに挙げている者が、同時に
DやFも答えている可能性は低いと思われる。実際のところ、Ｂを挙げた
55名のうち、同時にDとFのどちらかも挙げた者は０名だった。同様に、
Cを挙げた52名に関しても、Fを挙げた者が１名いたのみであった。Gに
図５．「A．英会話のスキル」を挙げた高校生の割合の学年間比較
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関しても、Aをニーズに挙げた者が、同時にGも挙げる可能性は低い。実
際のところ、Gを挙げた24名中Aも答えていた者は４名のみだった。
　『E．Authentic英語の理解』の回答率はいずれのグループも非常に低かっ
た。学習者向けでない生の英語はレベルが高く、授業で触れる機会も多く
ないと思われる。それがこのような英語に関心を持つ機会の減少につな
がっているのかもしれない。しかし小説や映画は文化を学ぶのに最適な教
材である。したがって今後は生の英語を積極的に用いて指導することも検
討すべきだろう。
　『H．その他』では多様な回答が見られたが、比較的多かったのは「高
校の英語がわかるようになりたい」や「学校でならうことはわかるように
なりたい」のように、授業で習っている基本的な内容をきちんと理解した
いという意見で、彼らのほとんどは受験なしグループだった。加えて、「発
音を良くしたい」という意見も両グループを通じて数名から挙がっていた
ことから、発音指導にも力を入れる必要があることが窺える。
３．２　ニーズを挙げた「理由」の分析
　３．１の分析から、受験英語グループ間の顕著なニーズの差は見られず、
多くの高校生が授業で英会話のスキルを身につけたいと考えていることが
明らかとなった。質問８ではなぜそのニーズを挙げたか理由も尋ねており、
本節では３．１と同じ手順で理由の分類を試みた。KH Corderによって抽
出された語のうち出現数が５以上のものを対象に、Jacckard係数0.1以上
の関連がある語の共起ネットワークを作成したところ図６のようになった
（理由として解釈が可能な①～⑨の語群を点線で囲んである）。以下では、
各語群に含まれる言葉がどのような文脈で用いられているかコンコーダン
ス機能で確認を行いながら、理由の分類と命名を行った。
　①からは、「いろいろな国の人とコミュニケーションをとりたい（話せ
るようになりたい）から」という理由が読み取れる。また「たくさん」「友達」
といった語も近くに配置されていることから、そのような交流を通してた
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くさんの外国人と友達になりたいという理由もあると推測できる。このよ
うな回答は多数見られ、具体的には「英語が話せれば多くの人とコミュニ
ケーションをとることができるから」「いろいろな国の人と友達になりた
いから」などの回答があった。このような理由は『a．国際交流志向』と
呼ぶことにした。
　②からは、「外人（外国人）に道を聞かれたら答えられるように」とい
う理由が読み取れる。具体的には「外人に道を聞かれたり、町で何か尋ね
られたら答えてあげたいから」などの回答があった。また③は、「国際化
が進んでいるから」という理由が読み取れるが、「これから国際化が進み、
日常でも英語を使う機会が増えると思うから」などの回答があった。これ
らからは、国際化に伴う日本社会の変化に対応しなければいけないという
意識が読み取れるため、『b．国際化対応』と呼ぶことにした。
図６．「理由」の抽出語の共起ネットワーク
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　④と⑥からは、「自分の世界が広がるから」「今後就職するのに必要だか
ら」「将来社会に出るのに役立つ（必要だ）から」などの理由が読み取れる。
実際の回答を見ると、「外国人との会話で世界が広がる」「自分の将来を考
えると英語が話せれば進学も就職も幅が広がるから」などがあった。これ
らは実践的な英語の力を身につけることが、自分の視野や将来の可能性の
拡大につながると考えている点で共通しているため、『c．視野・可能性
拡大』として分類した。
　⑤は、「海外（外国）に旅行に行ったときに困らないようにするため」
という理由が読み取れる。具体的には「海外旅行に行ったとき、困らない
ように」「海外旅行したときに、英語ができなくて大変だった」などの回
答があり、このような理由は『d．旅行利便性』と命名した。
　⑦は、「単語の意味や文法を覚えるのが苦手なので、もう少し理解でき
るようになりたい（覚えたい）から」という理由が読み取れる。単語や文
法が苦手だからという主旨の回答は「苦手だけど単語や文法を覚えたい」
「英語が苦手なのできちんと単語がわかったうえで文章を全部英語で書け
るようになりたいです」などがあり、このような主旨の理由は『e．知識
不得手』に分類した。一方で「文法や単語は理解できても実際の会話では
とまどって上手く話せないからです」や「たとえ文法が出来てても実際に
使えないのはあまり意味がない気がするから」のように、単語や文法の知
識があまり実用的でないからという意見もあることがわかった。このよう
な理由は『f. 知識＝非実用』に分類することにした。
　⑧に関しては、「本を読むのが好きだから」という理由が読み取れる。
実際の回答では「本を読むのが好きなので外国の本は原作で読みたい」や
「映画をそのまま見たいから」などがあり、これらからは翻訳された日本
語ではなく英語の原文を理解したいという心情が読み取れる。したがって
このような理由は『g．原文理解志向』として分類することにした。
　⑨からは、「大学入試や大学進学のため」という理由が読み取れる。実
際の回答では「少しでも良い大学に進学したいから」や「大学入試で有利
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になるため」など、進学（主に大学）を見据えたものが多数見つかった。
これに類する回答として「英検の資格を持っていれば大学受験に有利だし、
英語の自信につながるから」という回答もあり、これらをまとめて『h．進
学・資格目的』と名付けた。
　なお共起ネットワークで残っている「日常」「会話」「生活」の語群がど
のような理由かコンコーダンスで確認したところ、「海外に行った時に日
常会話程度の英語が話せると役に立つから（d．旅行利便性）」「これから
国際化が進み、日常でも英語を使う機会が増えると思うから（b．国際化
対応）」「日常生活においても役立つから（b．国際化対応）」などがあり、
いずれも既に作成したカテゴリーのどれかに分類されることがわかった。
　上記で作成したカテゴリーに基づいて回答の分類を試みたところ、「かっ
こいいから」といった憧れを示す回答が多く発見されたため、『i．憧れ』
というカテゴリーを新たに追加した。以上、a～iの９つのカテゴリーに
当てはまらない理由は『j．その他』に分類し、受験英語グループごとに
集計した結果、図７のグラフが得られた（『j．その他』を除きそれ以外
の理由は、受験英語ありグループで多かった順に並べ替えてある）。
図７．受験英語グループごとの「理由」（†p < .10, **p < .01）
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　図７からわかるように理由は分散する傾向があったが、その中でも両グ
グループを通じて比較的多かった理由は『b．国際化対応』（受験英語あ
り＝20.2%；受験英語なし＝25.3%）、『c．視野・可能性拡大』（受験英語
あり＝14.7%；受験英語なし＝16.5%）、『d．旅行利便性』（受験英語あり
＝13.5%；受験英語なし＝12.8%）の３つであった。これらはグループ間に
有意な割合の差もなく（それぞれp = .151, .559, .808）、また独立性の検定
の結果、『A．英会話のスキル』とのみ有意な正の関連が見られた（それ
ぞれΦ = .13, p < .01；Φ = .09, p < .05；Φ = .17, p < .01）。これらの統計
的結果から、受験の有無に関わらず、英会話の力を向上させたいと言って
いた協力者の多くは、国際化への対応、自分の視野や可能性の拡大、海外
旅行での利便性の向上を理由としていることがわかった。
　反対に、受験英語グループの間で有意差が見られた理由は、『a．国際
交流志向』（受験英語あり＝17.5%；受験英語なし＝9.1%）と『h．進学・
資格目的』（受験英語あり＝15.9%；受験英語なし＝4.9%）の２つであった
（それぞれp = .003, .000）。ニーズとの関連を独立性の検定により検証した
ところ、前者は『A．英会話のスキル』とのみ有意な正の関連があったた
め（Φ = .19, p < .01）、英会話のスキルを身につけたい理由には、先述の
３つ（国際化への対応、視野や可能性の拡大、海外旅行での利便性の向上）
以外に国際交流もあることがわかった。一方、後者は『C．言語知識の習
得』と正の関連があったことから（Φ = .10, p < .05）、英語の言語知識を
身につけたいと考えている協力者は、進学や資格の取得を目的としている
ことがわかった。
３．３　「教材」の分析
　質問８では、どのような教材を用いて学習したいかも尋ねた。これまで
と同様の手順で協力者が挙げた教材を分類した結果、両グループをあわせ
て10名以上の回答があった教材は図８に示した４種類のみで、これら以外
は『わからない』という主旨の回答、または『無回答』が際立って多かった。
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　『わからない』または無回答だった者の多くは、英会話のスキルをニー
ズに挙げた者たちである。これが意味するのは、英会話の能力を伸ばすの
に、回答者自身どのような教材を用いたらよいかわからない（または関心
がない）ということである。しかし、一口に英会話のスキルと言っても、
それには様々な下位知識や技能（音声知覚力、構文力、発音の知識や運用
力、教科書には現れないような慣用表現の知識、聞き返しなどの方略的能
力等々）があり、高校生にとって具体的な教材を挙げるのは容易でなかっ
ただろう。また、教材だけでなく学習活動についても尋ねれば、より多く
の協力者から回答を引き出せたかもしれない。いずれにせよ教師は、授業
の活動を通して、どのような教材や学習が聞いたり話したりする能力の向
上に役立つのか生徒に伝えていく必要があろう。なお、両グループを通じ
て最も多かった「英会話教材」には、市販のリスニング学習教材やTVコ
マーシャルで有名な英会話教材などがあった。また、10名未満の少数の回
答には、教科書やワーク、わかりやすく教えてくれる教師（特にALT）、
TOEIC対策教材などがあった。
図８．受験英語グループごとの「教材」（†p < .10, **p < .01）
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４．結論と示唆
　RQ1（高校生が英語の授業を通して最も身につけたいと考えている力
（ニーズ）は何か？）に関して、回答を分類した結果、「英会話のスキル」「読
み書きのスキル」「言語知識の習得」「テスト・資格好成績」「Authentic英
語の理解」「進路実現レベル」「海外旅行会話」の７つのニーズが存在する
ことがわかった。これらのうち圧倒的に回答が多かったのは「英会話のス
キル」で、約３分の２の協力者がニーズに挙げていた。しかし、到達した
いレベルは協力者間で差があり、片言でも外国人と会話できればよいと考
える者と、英語母語話者並みに流暢で自然な会話ができるようになりたい
と考える者まで様々だった。ニーズと理由の関連の分析から、彼らが英会
話を学びたいと考える背景には、国際交流、国際化社会への対応、自分の
視野や将来の可能性の拡大、海外旅行での利便性の向上といった目的があ
ることもわかった。以上のように協力者が学びたいことは明確であったが、
彼ら自身はその力を伸ばすのにどのような教材を用いればよいのかわから
ないという現状も露わになった。
　RQ2（大学受験で英語がある高校生とない高校生で身につけたい力は異
なるか？）に関して、最も回答が多かった「英会話のスキル」では受験英
語グループ間に割合の差は見られなかった。また、学年間の差もなかった
ことから、大学受験の有無および学年に関わらず、多くの協力者が会話能
力を身につけたいと考えていることがわかった。一方、大学入試で重要と
される『Ｂ．読み書きのスキル』と『C．言語知識の習得』は、グループ
を問わず１割前後の協力者しか回答していなかったため、大学受験を控え
た協力者が必ずしも読解力や文法の知識などを高めたいと思っているわけ
ではないことがわかった。しかしこのような能力を伸ばす活動は十分に授
業で行っている可能性があり、そのためあえてニーズに挙げなかった可能
性も否定できない。
　本研究より、多くの協力者が英会話の能力を伸ばしたいと考えているこ
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とが明らかになった。紙面の都合上、会話能力を伸ばすのにどのような指
導が効果的か詳しく議論することはできないが、彼らがそのような力を身
につけられると実感できる活動を授業に取り入れる必要がある。また英会
話の能力を伸ばすのに効果的な教材や学習について助言する必要もある。
　本研究の限界として、私立高校に通う生徒のみを対象に調査を行ったた
め、結果の一般化には慎重にならなければいけない。今後、公立高校の生
徒も含めて広範に調べることで、より信頼性のある結論を導くことができ
るだろう。
注
　調査が実施された年について永倉（2006）は言及していないが、同じ研究グルー
プの三浦孝が『英語教育』の2010年８月号で書いた記事「大学入試英語に関する２
つの主張を検証する」において2003年と言及している。
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添付資料
A．英語学習に対する意識調査で用いたアンケート（質問８のみ）
８．あなたは高校を卒業するまでに，英語の授業を通してどのようなことが
できるようになりたいと思っていますか？そうなりたい理由や，使ってほし
い教材など，できるだけ詳しく教えてください。
できるようになりたいこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
その理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
使ってほしい教材
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Ｂ．『A．英会話のスキル』に分類された回答の例（受験英語グループごと）
受験英語ありグループ（n = 252） 受験英語なしグループ（n = 328）
とぎれることなくスラスラと外国人
と会話できるようになりたい／英語
で簡単な会話ができるようになりた
いです／最低限の会話はもちろんの
こと，外国へ行っても通じるような
応用力も身につけて英語を話せるよ
うになりたい。少しでも英語を話せ
たほうがいいから／簡単な会話だけ
でも理解できて，返せるようになり
たい／母国語を話すように，英語を
スラスラ話せるようになりたいです
／外国人と楽しく会話ができるよう
になりたい／英語を深く理解して，
話したり聞いたりするのもできるよ
うになること／英語がペラペラにな
りたい。外国人と英語で普通に会話
できるようになりたい／外国人と一
般，又はそれ以上の英語力で普通に
会話ができるようになりたい／積極
的に話せるようになりたい／早いス
ピードのリスニングでも聞き取って
理解できるようになりたい／一通り
の会話や物語を読むこと／日常生活
程度の会話は喋れるようになりたい
／発音がよくなりたい。英語で会話
できるようになりたい。
会話などペラペラと話せたり，聞き
取れるようになりたいです／日常会
話程度の英語を話せるようにする／
聞いた英語の大体の内容がすぐ分か
るようになりたい／海外の人たちと
スラスラ会話ができるようになりた
い／英語圏や英語が通じる人とコ
ミュニケーションを取れるようにな
りたい／ぱっと見，内容が分かるか，
聞いてて，こういうことを話してる
と分かるくらいには知識をつけたい
／英語をペラペラしゃべれるように
なりたい／あいさつや多少の会話／
英語を聞き取れるようになり，自
分でも話したい／英語を少し言える
ようになりたい／ペラペラにしゃべ
れるようになりたい／海外の人々と
色々な会話して，コミュニケーショ
ンをとりたいです／外国の人と話す
ときがあったりしたとき少しでも理
解できるようになりたい／英語を自
在に話せるようになりたい／普通に
英語でいつどんなときも話せるよう
になりたい／片言でもある程度内容
が伝わるような単語の話し方／基本
的な英語を身につけ，少しぐらいな
ら会話とかしても理解できるくらい
になりたい。
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